
地域の人口・世帯数

人　口 世帯数
富谷市 52,450 19,653
大和町 28,317 11,996
大郷町 7,933 2,817
大衡村 5,875 2,096
計 94,575 36,562

令和２年11月末日現在

令和３年１月１日発行第95号

くろかわ広域

迎春

～ 黒川消防署庁舎見学 ～
　12月３日（木）、富谷小学校３年生の皆さまが、
校外学習の一環として黒川消防署の見学に来庁さ
れました。職員の話を終始熱心に聞いていただき、
沢山学んでもらえました。

（写真は救急車内を見学する様子）



ご あ い さ つ

黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合
理
事
会

黒川地域行政事務組合理事会
理事長 浅　野　　　元

理
事
長
　 

浅
野
　
　
元
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）

理
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田
中
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郷
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理
　
事
　 

若
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俊
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理
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萩
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大
衡
村
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）

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ま
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
ご
ろ
よ
り
黒
川
地

域
行
政
事
務
組
合
の
運
営
に
対

し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ

り
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開

催
が
延
期
さ
れ
る
な
ど
、
イ
ベ

ン
ト
の
延
期
や
中
止
、
規
模
の

縮
小
な
ど
が
相
次
ぎ
、
経
済
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
一
年

で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
感
染

が
長
期
化
す
る
中
で
、
感
染
拡

大
抑
制
に
取
り
組
む
医
療
従
事

者
の
皆
さ
ま
方
に
敬
意
を
表
し

ま
す
。
今
年
は
感
染
拡
大
が
収

束
し
、
黒
川
地
域
の
皆
さ
ま
方

に
と
っ
て
幸
せ
な
一
年
と
な
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　

黒
川
地
域
は
、
先
端
技
術
産

業
や
自
動
車
関
連
企
業
な
ど
の

進
出
に
伴
い
人
口
も
増
加
し
、

未
来
に
向
け
更
な
る
発
展
が
期

待
さ
れ
る
活
力
あ
る
地
域
で
あ

る
と
共
に
、
美
し
い
自
然
環
境

に
恵
ま
れ
た
地
域
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、

黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合
は
黒

川
地
域
の
富
谷
市
、
大
和
町
、

大
郷
町
、
大
衡
村
で
構
成
し
、

消
防
業
務
、
公
立
病
院
の
運
営
、

一
般
廃
棄
物
処
理
事
業
、
火
葬

業
務
、
介
護
認
定
審
査
会
の
運

営
な
ど
16
項
目
に
わ
た
る
事
務

事
業
に
つ
い
て
市
町
村
の
事
務

委
任
を
受
け
、
広
域
的
に
共
同

処
理
し
、
地
域
住
民
の
安
心
・

安
全
の
た
め
の
業
務
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。

　

主
な
部
門
の
状
況
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。

　

消
防
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
域
の
発
展
に
伴
い
災
害
が
多

様
化
し
、
救
急
要
請
も
増
加
す

る
な
ど
、
消
防
に
求
め
ら
れ
る

役
割
は
、
ま
す
ま
す
大
き
く

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
更
な

る
迅
速
、
適
切
な
対
応
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
立
黒
川
病
院
は
、
指
定
管

理
者
・
公
益
社
団
法
人
地
域
医

療
振
興
協
会
に
経
営
を
委
託
し

て
か
ら
16
年
を
経
過
し
よ
う
と

し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
指

定
管
理
者
と
連
携
し
、
黒
川
地

域
唯
一
の
公
立
病
院
と
し
て
地

域
医
療
の
充
実
と
患
者
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

一
般
廃
棄
物
処
理
事
業
で
は
、

本
年
４
月
の
稼
働
に
向
け
進
め

て
お
り
ま
す
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
施
設
の
整
備
事
業

は
予
定
ど
お
り
に
推
移
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

ご
み
焼
却
施
設
に
お
き
ま
し
て

は
、
24
時
間
連
続
運
転
体
制
で

順
調
に
焼
却
処
理
を
行
っ
て
お

り
、
引
き
続
き
安
定
し
た
施
設

の
維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
併
せ
ま
し
て
、
循
環
型

社
会
を
目
指
し
た
、
ご
み
の
減

量
化
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
理
解

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
の
他
の
各
事
務
事
業
の
運

営
に
つ
き
ま
し
て
も
、
住
民
目

線
に
立
ち
職
員
が
一
体
と
な
っ

て
、
地
域
の
皆
さ
ま
方
の
た
め

に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
黒
川
地
域
の
安
泰

と
益
々
の
発
展
、
そ
し
て
皆
さ

ま
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合
議

会
は
各
市
町
村
議
会
か
ら
選
出

さ
れ
た
議
員
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、「
黒
川
地
域
の
皆
さ
ま
の

た
め
に
」
と
い
う
志
の
も
と
、

地
域
の
更
な
る
発
展
の
た
め
、

議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
責

任
の
も
と
に
、
議
論
を
重
ね
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

今
後
も
、
地
域
防
災
力
強
化

の
一
翼
を
担
う
火
災
・
救
急
の

迅
速
な
対
応
、
黒
川
地
域
唯
一

の
公
立
病
院
と
し
て
地
域
医
療

へ
の
貢
献
、
一
般
廃
棄
物
の
安

定
し
た
処
理
、
そ
の
他
地
域
住

民
の
安
心
・
安
全
な
生
活
に
直

結
す
る
業
務
に
つ
い
て
、
関
係

市
町
村
の
財
政
事
情
に
も
配
慮

し
な
が
ら
、
皆
さ
ま
の
お
声
を

拝
聴
し
、
広
域
行
政
の
運
営
に

反
映
さ
せ
る
よ
う

さ
ま
ざ
ま
な
観
点

か
ら
議
論
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
本
年
も
ご
理

解
ご
協
力
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
に

よ
り
、
今
ま
で
と

令 和 ３ 年 年 頭 の

黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合
議
会

黒川地域行政事務組合議会
議長 犬　飼　克　子

　

初
春
を
迎
え
、
黒
川
地
域
の

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

新
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ

と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
よ
り
黒
川
地
域

行
政
事
務
組
合
議
会
に
対
し
、

ご
高
配
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

黒
川
地
域
は
、
美
し
い
自
然

と
居
住
空
間
、
そ
し
て
農
商
工

の
産
業
地
帯
が
融
合
し
て
い
る

地
域
で
あ
る
と
共
に
、
先
端
技

術
産
業
や
自
動
車
関
連
企
業
な

ど
の
進
出
に
伴
い
、
人
口
増
加

と
都
市
化
が
進
み
、
今
後
益
々

の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
地
域
で

ご
ざ
い
ま
す
。

は
違
う
生
活
様
式
へ
の
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
、
外
出
の
自
粛

な
ど
生
活
が
大
き
く
変
化
し
た

一
年
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年

こ
そ
は
一
日
も
早
く
落
ち
着
い

た
生
活
と
な
り
、
皆
さ
ま
に

と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年
に
な
り

ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議
　
長
　

犬
飼
　
克
子
（
大
和
町
議
会
議
員
）

副
議
長
　

和
賀
　
直
義
（
大
郷
町
議
会
議
員
）

議
　
員
　

吉
田
　
耕
大
（
大
郷
町
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

佐
藤
　
　
牧
（
大
郷
町
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

菊
池
　
美
穂
（
富
谷
市
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

金
子
　
　
透
（
富
谷
市
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

渡
辺
　
良
雄
（
大
和
町
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

石
川
　
　
敏
（
大
衡
村
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

佐
々
木
春
樹
（
大
衡
村
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

遠
藤
　
昌
一
（
大
衡
村
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

大
友
　
三
男
（
大
郷
町
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

浅
野
　
直
子
（
富
谷
市
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

髙
橋
　
正
俊
（
富
谷
市
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

千
坂
　
裕
春
（
大
和
町
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

門
間
　
浩
宇
（
大
和
町
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

藤
巻
　
博
史
（
大
和
町
議
会
議
員
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
議
席
順
）
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令
和
２
年
度
黒
川

地
域
行
政
事
務
組
合
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

令
和
２
年
11
月
27
日
に
、
令
和
２

年
第
５
回
臨
時
会
が
招
集
さ
れ
、
理

事
会
よ
り
提
出
さ
れ
た
全
て
の
議
案

が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　　
　
　
　
　
　
　

特
別
職
の
職
員
で

常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費

議
案
第
18
号

議
案
第
19
号

❖ 

可
決
議
案

❖ 

可
決
議
案

❖ 

令
和
２
年
第
４
回
臨
時
会 

❖

議
会
報
告

議
会
報
告

議
会
報
告

　

令
和
２
年
10
月
５
日
に
、
令
和
２

年
第
４
回
臨
時
会
が
招
集
さ
れ
、
理

事
会
よ
り
提
出
さ
れ
た
全
て
の
議
案

が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

❖ 

令
和
２
年
第
５
回
臨
時
会 

❖

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　

職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
　
　
　
　
　
　

令
和
２
年
度
黒
川

地
域
行
政
事
務
組
合
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
　
　
　
　
　
　

令
和
２
年
度
黒
川

地
域
行
政
事
務
組
合
病
院
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
　
　
　
　
　
　

令
和
２
年
度
黒
川

地
域
行
政
事
務
組
合
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

議
案
第
20
号

議
案
第
21
号

議
案
第
22
号

議
案
第
23
号

　

10
月
1
日
浄
化
槽
の
日
に
合
わ
せ
、
協

業
組
合
ア
ク
ア
ネ
ッ
ト
（
し
尿
処
理
施
設

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
業
務
受
託
者
）
15

名
の
皆
さ
ま
に
よ
り
、
公
立
黒
川
病
院
駐

車
場
周
辺
の
植
木
や
歩
道
の
除
草
、
清
掃

作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
変
き
れ
い
に
仕
上
げ
て
い
た
だ
き
、

職
員
一
同
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
感
謝
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令和２年度上半期　予算執行状況のお知らせ
令和２年度の上半期（令和２年９月末）各種会計の予算執行状況をお知らせします。

問い合わせ先 　財政課　☎345−1542

一般会計
（歳 入）　 （単位：千円）

科　　目 予算現額 収入済額 収入率
分担金・負担金 2,170,006 1,627,583 75.0％
使用料・手数料 12,726 7,226 56.8％
国庫支出金 50,374 0 0.0％
県 支 出 金 12,275 46 0.4％
財 産 収 入 34 5 14.7％
寄 附 金 1 0 0.0％
繰 入 金 8,019 0 0.0％
繰 越 金 1,223 9,512 777.8％
諸 収 入 12,871 5,957 46.3％
組 合 債 195,500 0 0.0％
合　　　 計 2,463,029 1,650,329 67.0％

介護認定審査会特別会計
（歳 入）　 （単位：千円）

科　　目 予算現額 収入済額 収入率
分担金・負担金 16,514 12,386 75.0％
繰 越 金 44 1,196 2718.2％
諸 収 入 12 11 91.7％
合　　　 計 16,570 13,593 82.0％

（歳 出）　 （単位：千円）
科　　目 予算現額 支出済額 執行率
介 護 認 定
審 査 会 費 16,570 5,952 35.9％

合　　　 計 16,570 5,952 35.9％

障害支援区分認定審査会特別会計
（歳 入）　 （単位：千円）

科　　目 予算現額 収入済額 収入率
分担金・負担金 1,165 1,165 100.0％
繰 越 金 1 38 3800.0％
諸 収 入 1 0 0.0％
合　　　 計 1,167 1,203 103.1％

（歳 出）　 （単位：千円）
科　　目 予算現額 支出済額 執行率
障害支援区分
認定審査会費 1,167 418 35.8％

合　　　 計 1,167 418 35.8％

病院事業会計 訪問看護ステーション事業会計
（単位：千円）

区　　　分 予算現額 執行済額 執行率
収益的
収　支

収 入 2,931,180 1,316,528 44.9％
支 出 3,121,416 1,030,681 33.0％

資本的
収　支

収 入 415,696 264,507 63.6％
支 出 415,696 227,916 54.8％

（単位：千円）
区　　　分 予算現額 執行済額 執行率
収益的
収　支

収 入 52,319 25,517 48.8％
支 出 52,318 19,945 38.1％

特別会計

（歳 出）　 （単位：千円）
科　　目 予算現額 支出済額 執行率
議 会 費 2,513 1,075 42.8％

総 務 費 103,842 47,440 45.7％

民 生 費 80 16 20.0％

衛 生 費 888,087 147,624 16.6％

消 防 費 1,323,497 545,864 41.2％

教 育 費 14,731 6,742 45.8％

公 債 費 130,179 65,520 50.3％

予 備 費 100 0 0.0％
合　　　 計 2,463,029 814,281 33.1％

限りない未来に向けて…広域行政
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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　
希
望
に
満
ち
た
令
和
３
年
の
新
春
を

迎
え
、
皆
さ
ま
に
謹
ん
で
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素
か
ら
消
防
業

務
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
ご
承
知
の
と
お
り
世

界
各
地
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
が
広
が
り
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
よ
う
な
流
行
と
な
り
ま
し
た
。

当
管
内
で
も
感
染
者
が
確
認
さ
れ
、
未

だ
に
収
束
の
見
通
し
が
立
た
な
い
状
況

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
感
染
拡

大
防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
、
早
期
の

収
束
を
願
う
所
存
で
す
。

　

ま
た
、
近
年
は
地
震
・
風
水
害
な
ど

の
災
害
が
発
生
し
多
数
の
尊
い
命
と
貴

重
な
財
産
が
失
わ
れ
住
民
の
安
全
を
脅

か
す
自
然
災
害
が
後
を
絶
た
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
７
月
の
集
中
豪
雨
や
、
過

去
最
強
ク
ラ
ス
と
し
て
発
生
し
た
台
風

10
号
に
よ
り
、
九
州
を
中
心
に
全
国
各

地
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

自
然
災
害
に
無
縁
な
地
域
は
無
い
こ
と 消防本部

消防長　佐藤　喜好

を
肝
に
銘
じ
災
害
に
備
え
る
取
り
組
み

が
重
要
で
す
。
気
象
庁
や
市
町
村
か
ら

出
さ
れ
る
防
災
情
報
に
耳
を
傾
け
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

　

地
域
防
災
の
原
点
は
、
地
域
の
皆
さ

ま
一
人
ひ
と
り
が
、
自
助
、
共
助（
隣

近
所
）の
精
神
で
協
力
し
、
防
災
に
取

り
組
む
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
日
頃
か
ら

地
域
の
皆
さ
ま
が
積
極
的
に
地
域
防
災

活
動
に
参
加
し
、
地
域
が
一
体
と
な
っ

た
連
携
・
協
力
体
制
を
築
い
て
い
た
だ

き
、
災
害
へ
の
更
な
る
備
え
を
し
て
、

安
全
で
安
心
な
地
域
づ
く
り
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

自
分
は「
大
丈
夫
」の
根
幹
が
神
頼
み

で
は
な
く
、
き
ち
ん
と
対
策
し
た
上
で

の「
大
丈
夫
」と
言
え
る
環
境
が
理
想
の

姿
だ
と
考
え
ま
す
。

　

消
防
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
消
防
力

の
充
実
強
化
を
図
り
、
皆
さ
ま
の
負
託

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
最
善
を
尽
く
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
年
１
年
が
皆
さ
ま
に
と

り
ま
し
て
災
害
の
な
い
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
に
、
そ
し
て
皆
さ
ま
の
益
々
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

「
ジ
ャ
パ
ン
タ
ク
シ
ー
」

取
扱
い
訓
練
実
施

　

11
月
４
日
・
５
日
の
２
日
間
、
黒

川
消
防
署
大
衡
出
張
所
に
お
い
て

ジ
ャ
パ
ン
タ
ク
シ
ー
の
取
扱
い
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ジ
ャ
パ
ン
タ
ク
シ
ー
は
、
ト
ヨ
タ

自
動
車
で
開
発
さ
れ
た
液
化
石
油
ガ

ス
と
電
気
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
エ
ン
ジ

ン
を
動
力
と
す
る
自
動
車
で
す
。
訓

練
に
際
し
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
東
日
本

株
式
会
社
様
よ
り
講
師
先
生
を
お
招

き
し
、
車
両
の
取
扱
い
方
法
や
注
意

点
な
ど
を
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

我
々
消
防
は
、
救
助
や
二
次
災
害

防
止
と
し
て
交
通
事
故
の
現
場
へ
出

場
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
車
両
の

特
性
や
取
扱
い
時
の
注
意
点
な
ど
を

理
解
す
る
必
要
が
あ
り
、
日
々
訓
練

を
重
ね
て
お
り
ま
す
。
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近
年
、
全
国
で
ジ
ャ
ン
プ
ス
タ
ー

タ
ー
に
よ
る
火
災
事
例
が
多
く
報
告

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
お
持
ち
の
方
は
、

使
用
す
る
際
な
ど
に
は
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

ジ
ャ
ン
プ
ス
タ
ー
タ
ー
と
は
、

バ
ッ
テ
リ
ー
あ
が
り
を
起
こ
し
た
自

動
車
バ
ッ
テ
リ
ー
に
接
続
し
て
電
力

を
供
給
し
、
エ
ン
ジ
ン
を
始
動
す
る

た
め
の
リ
チ
ウ
ム
電
池
等
を
利
用
し

た
携
帯
用
バ
ッ
テ
リ
ー
の
こ
と
を
言

ジ
ャ
ン
プ
ス
タ
ー
タ
ー
に
よ
る

火
災
に
注
意
！

落
合
相
川
下
地
区

無
火
災
10
年
表
彰

消
火
栓
等
の
除
雪
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
令
和
２
年
11
月
９
日
、
当
本
部
庁
舎

前
で
行
わ
れ
た
秋
の
火
災
予
防
運
動
一

斉
広
報
出
発
式
の
際
、
無
火
災
地
区
と

し
て
大
和
町
落
合
相
川
下
地
区
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

相
川
下
地
区
は
、
平
成
21
年
９
月
か

ら
10
年
以
上
に
わ
た
り
無
火
災
で
あ
り
、

功
績
は
顕
著
で
あ
る
こ
と
か
ら
地
区
を

代
表
し
て
文
屋
勉
区
長
様
に
対
し
、
消

防
長
よ
り
表
彰
状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
火
災
予
防
に
努
め
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
降
雪
時
に
は
、
消
火
栓
や
防
火
水
槽

の
取
り
出
し
マ
ン
ホ
ー
ル
が
雪
の
下
に

隠
れ
て
し
ま
い
、
消
火
活
動
に
支
障
を

き
た
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

消
防
で
は
、
職
員
は
も
と
よ
り
消
防

団
員
の
方
々
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
の

協
力
を
得
て
、
消
火
栓
等
の
除
雪
作
業

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
暴

風
雪
や
豪
雪
時
に
は
対
応
が
遅
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

よ
り
迅
速
な
消
火
活
動
が
で
き
る
よ

う
に
、
ご
自
宅
の
除
雪
後
、
周
辺
に
設

置
し
て
あ
る
消
火
栓
等
の
除
雪
に
も
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（左から佐藤消防長、文屋区長様、石川消防次長）

例　地下式消火栓
　[場所により異なります]

例　有蓋防火水槽

※リチウム電池は携帯電話にも使用されています。

い
ま
す
。
出
火
の
要
因
と
し
ま
し
て

は
、
商
品
購
入
か
ら
時
間
が
経
ち
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
内
部
が
劣
化
し

て
い
た
こ
と
や
、
過
充
電
、
充
電
し

た
ま
ま
走
行
す
る
な
ど
の
取
扱
い
方

法
不
適
な
ど
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
一
度
、
ジ
ャ
ン
プ
ス
タ
ー
タ
ー

を
お
持
ち
の
方
は
購
入
年
月
日
の
ご

確
認
や
取
扱
説
明
書
等
で
使
用
方
法

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

限りない未来に向けて…広域行政

7 広域くろかわ 令和３年１月号



公
立
黒
川
病
院

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

今
年
こ
そ
牛
に
な
ろ
う管理者兼病院長

角田　　浩

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

昨
年
、
公
立
黒
川
病
院
の
管
理
者

兼
病
院
長
に
就
任
し
ま
し
た
角
田
と

申
し
ま
す
。
今
後
と
も
更
な
る
地
域

医
療
の
充
実
を
目
指
し
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

１
９
１
６
（
大
正
５
）
年
8
月
21
日
、

数
え
で
50
歳
の
夏
目
漱
石
は
、
当
時

20
代
の
芥
川
龍
之
介
と
久
米
正
雄
あ

て
に
次
の
よ
う
な
激
励
の
手
紙
を

送
っ
た
。

「
勉
強
を
し
ま
す
か
。
何
か
書
き
ま

す
か
。
君
方
は
新
時
代
の
作
家
に
な

る
積
（
つ
も
り
）
で
せ
う
。

　

僕
も
其
積
（
そ
の
つ
も
り
）
で
あ

な
た
方
の
将
来
を
見
て
ゐ
ま
す
。
ど

う
ぞ
偉
く
な
つ
て
下
さ
い
。

　

然
し
無
暗
に
あ
せ
つ
て
は
不
可
（
い

け
）
ま
せ
ん
。
た
ゞ
牛
の
や
う
に
図
々

し
く
進
ん
で
行
く
の
が
大
事
で
す
。」

そ
し
て
8
月
24
日
に
、
も
う
一
通
。

「
あ
せ
っ
て
は
不
可
（
い
け
）
ま
せ
ん
。

頭
を
悪
く
し
て
は
不
可
（
い
け
）
ま

せ
ん
。
根
気
づ
く
で
お
出
で
な
さ
い
。

世
の
中
は
根
気
の
前
に
頭
を
下
げ
る

事
を
知
っ
て
い
ま
す
が
、
火
花
の
前

に
は
一
瞬
の
記
憶
し
か
与
え
て
呉
れ

ま
せ
ん
。
う
ん
う
ん
死
ぬ
迄
押
す
の

で
す
。
そ
れ
丈
（
だ
け
）
で
す
。
決

し
て
相
手
を
拵
（
こ
し
）
ら
へ
て
そ

れ
を
押
し
ち
ゃ
不
可
ま
せ
ん
。
相
手

は
い
く
ら
で
も
後
か
ら
後
か
ら
と
出

て
き
ま
す
。

　

そ
う
し
て
我
々
を
悩
ま
せ
ま
す
。
牛

は
超
然
と
し
て
押
し
て
行
く
の
で
す
。」

　

中
小
病
院
の
環
境
は
元
々
厳
し
い
。

そ
し
て
コ
ロ
ナ
の
時
代
で
あ
る
。
同

じ
診
療
す
る
に
し
て
も
数
倍
の
努
力

と
注
意
力
を
必
要
と
す
る
。
し
か
も

そ
れ
は
医
師
だ
け
で
は
な
い
。
全
職

種
全
職
員
に
多
大
な
苦
労
を
か
け
て

い
る
。
し
か
し
我
々
の
志
は
高
い
。

医
療
環
境
が
ど
う
な
ろ
う
と
も
、
コ

ロ
ナ
禍
の
時
代
に
あ
っ
て
も
黒
川
地

域
住
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
住
民
の

皆
さ
ま
の
健
康
増
進
に
情
熱
を
燃
や

し
て
い
る
。
そ
う
は
い
っ
て
も
結
局

は
一
見
地
味
に
見
え
る
日
々
の
努
力

で
あ
る
。
今
年
こ
そ
日
々
勉
強
し
、

日
々
努
力
し
、
超
然
と
し
て
い
く
牛

に
な
ろ
う
。
平
安
の
世
に
高
貴
な
お

方
が
乗
り
、
ま
っ
た
り
と
進
む
牛
車

の
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
、
し
か
し
確
実

に
力
強
く
前
に
進
も
う
。
今
は
雨
や

曇
り
の
日
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
牛
の

進
む
先
に
は
見
上
げ
れ
ば
澄
ん
だ
晴

天
が
待
っ
て
い
る
（
に
違
い
な
い
）

か
ら
。

　

長
ネ
ギ
は
古
く
か
ら
薬
用
野
菜

と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

風
邪
の
症
状
が
出
た
と
き
に
は
焼

い
た
ネ
ギ
を
首
に
巻
い
た
り
、
ネ

ギ
が
た
っ
ぷ
り
入
っ
た
み
そ
汁
を

飲
ん
だ
り
し
た
と
い
う
経
験
が
あ

る
方
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

ネ
ギ
の
独
特
の
匂
い
の
元
で
あ

る
ア
リ
シ
ン
は
解
熱
作
用
や
鎮
痛

作
用
に
優
れ
て
い
る
う
え
に
、
血

行
を
促
進
し
体
を
あ
た
た
め
汗
の

分
泌
を
高
め
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

ア
リ
シ
ン
は
刻
ん
だ
り
、
た
た
い

た
り
す
る
こ

と
で
生
じ
る

の
で
、
な
る

べ
く
細
か
く

刻
ん
で
い
た

だ
く
方
が
効

果
的
で
す
。

作
り
方

①
長
ネ
ギ
は
小
口
切
り
に
し
ま
す
。

②
Ⓐ
を
混
ぜ
合
わ
せ
ま
す
。

③
フ
ラ
イ
パ
ン
に
ご
ま
油
を
入
れ

強
火
で
長
ネ
ギ
を
炒
め
、
し
ん
な

り
し
て
き
た
ら
②
を
加
え
中
火
で

煮
詰
め
ま
す
。

④
水
分
が
飛
ん
だ
ら
、
か
つ
お
節

を
加
え
混
ぜ
合
わ
せ
た
ら
火
を
止

め
出
来
上
が
り
。

※
冷
蔵
庫
で
保
存
す
れ
ば
1
週
間
程
度

持
ち
ま
す
が
、
早
め
に
お
使
い
く
だ
さ

い
。

※
そ
の
ま
ま
ご
飯
の
お
供
に
し
て
も
い

い
で
す
が
、
お
に
ぎ
り
や
は
ん
ぺ
ん
、

厚
揚
げ
や
魚
な
ど
の
上
に
塗
っ
て
焼
い

て
も
お
い
し
い
で
す
。

 

材
料
（
２
人
分
）

長
ネ
ギ�

1
本

　
　

み　

そ　
　

�

大
さ
じ
3

　
　

み
り
ん　

�

大
さ
じ
2

Ⓐ　

酒　
　

�

大
さ
じ
2

　
　

砂　

糖　

�

大
さ
じ
1

　
　

お
ろ
し
生
姜　

�

小
さ
じ
1

　
　

し
ょ
う
ゆ　

�

小
さ
じ
2

か
つ
お
節�

1
パ
ッ
ク

ご
ま
油�

大
さ
じ
1

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

季
節
の
料
理
の
レ
シ
ピ

「
ネ
ギ
味
噌
」

栄
養
室
室
長　

小
岩　
陽
子
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流し台や洗面台で筋トレができます！（3）
公立黒川病院　理学療法士　五十嵐　望美

　流し台や洗面台でできる運動、最終回はストレッチ編です。流し台や洗面台はふらつかないよ
うに寄りかかったり掴まったりするのにも使用できます。筋肉が硬くなると姿勢がくずれ、その
ままでいると腰や膝の痛みにつながります。洗面や炊事のちょっとした時間を使ってストレッチ
を行いましょう。前2回にご紹介した筋トレと組み合わせて行うと効果倍増です。体が硬くなっ
たと感じる方はぜひチャレンジしてみてください。
ポイント
＊反動をつけず、ゆっくりと息を吐きながら伸ばしていきましょう。筋肉の伸び具合を感じなが
ら行ってください。
＊伸ばす範囲は気持ち良くできて痛みの出ないところまでです。
＊左右交互に２回ずつ行います。

アキレス腱のストレッチ
　両手で縁に掴まり、片足
を前に出して立ちます。そ
のままおへそを前に出すよ
うに前足に体重をかけ、後
ろ足のふくらはぎをゆっく
り伸ばします。かかとが床
から離れないように行いま
す。

太もものストレッチ
　右手で縁に掴まり、立ち
ます。左手で左足の甲を持
ち、かかとをおしりに付け
るようにして左膝を曲げ、
太ももの前部を伸ばします。
ゆっくりと元に戻し、反対
側も同様に行います。

体幹後屈の運動
　おしりに両手を添えて、
天井を見るようにして後
ろに体を反らせます。後
ろに流し台があると転倒
予防にもなります。腰に
痛みがある方は無理のな
い範囲で行いましょう。

股関節を曲げる筋のストレッチ
　腰から足の付け根にある筋です。片手で縁

に掴まり、片足を大きく
前に出します。ゆっくり
と腰を落として前足の膝
を曲げ、後ろ足の股関節
の筋を伸ばします。ゆっ
くりと足を戻し、反対側
の足も同様に行います。
背中は丸めず、軽く胸を
張ります。

体幹側屈の運動
　右手で縁を掴むか、腰に
添えて縁に寄って立ちます。
左手を天井に向けてまっす
ぐ上げ、そのまま右側に体
を傾けます。ゆっくりと戻
し、反対側を向いて同様に
行います。背中や腰が丸く
ならないように軽く胸を
張って行います。

腰まわし
　縁に掴まって足を肩幅くらいに開いて立ち、
そのまま円を描くように腰を回します。反対
側も同様に行います。

限りない未来に向けて…広域行政
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視
聴
覚
教
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

公
民
館
行
事
・
各
地
域
で
活
動
す

る
団
体
・
各
ス
ポ
ー
ツ
文
化
活
動

な
ど
の
社
会
教
育
や
学
校
教
育
を

支
援
す
る
た
め
に
機
材（
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
等
）や
教
材（
ビ
デ

オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）を
無
償
で
貸
し
出

し
し
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

機
材
・
教
材
の
数
が
限
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
の
際
は
お

早
め
の
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 視

聴
覚
教
材
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

問
い
合
わ
せ
先

　

視
聴
覚
教
材
セ
ン
タ
ー

☎
３
４
５

−

６
４
６
１

　

令
和
２
年
10
月
に
環
境
管
理

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
事
業
系
ご

み
（
注
１
）
減
量
化
啓
発
活
動

を
大
和
町
・
大
郷
町
・
大
衡
村

の
３
町
村
と
合
同
で
実
施
し
ま

し
た
。
年
々
増
え
て
い
る
ご
み

の
な
か
で
も
特
に
増
加
傾
向
に

あ
る
事
業
系
ご
み
の
減
量
化
の

た
め
、
事
業
者
向
け
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
の
配
付
、
搬
入
ご
み
の

確
認
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ご
み
を
減
ら
す[ Reduce]

（
リ

デ
ュ
ー
ス
）、
繰
り
返
し
利
用
す
る

[Reuse]

（
リ
ユ
ー
ス
）、
適
正
に
分

別
し
、
資
源
と
し
て
再
利
用
す
る

[Recycle]

（
リ
サ
イ
ク
ル
）、
こ
れ

ら
３
Ｒ
（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）
の
推

進
が
ご
み
の
減
量
化
に
は
必
要
で

す
。
限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
利

用
し
、
持
続
可
能
な
形
で
循
環
さ

せ
る
社
会
＝
「
循
環
型
社
会
」
を

目
指
し
て
、
今
後
も
事
業
者
へ
の

啓
発
活
動
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

（
注
１
）
事
業
系
ご
み
…
事
業
所
や
飲
食
店
、

工
場
な
ど
か
ら
の
営
業
活
動
に
よ
り
発
生
さ

れ
る
ご
み
。

ご
み
の
減
量
化
啓
発
活
動
実
施

～「
循
環
型
社
会
を
目
指
し
て
」～

※
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
と
ス
ク
リ
ー
ン

（単位：Bq/kg）
採取月 放射性セシウム134 放射性セシウム137 放射性セシウム合計

令和 ２ 年 ９ 月 ０ 84 84
令和 ２ 年10月 ０ 58 58
令和 ２ 年11月 ０ 66 66

基準値：8,000Bq/kg
　当組合では、地域の皆さまが安心できるよう、東日本大震災による東京電力福島原発事故後から現在
まで、一般廃棄物最終処分場に埋立てしている焼却灰の放射性物質測定を実施しております。測定結果
は、環境省で定める基準値を下回っており、埋立て後の最終処分場内の各種測定も基準値を超えるもの
は検出されておりません。今後も定期的に測定を実施します。� 問い合わせ先　業務課　☎345−6481

ごみ焼却施設から生じる焼却灰（飛灰）の放射性物質測定結果

資源ごみ（紙ごみ）が混入している。分別
すればリサイクルが可能です。

広域くろかわ
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令和３・４年度入札参加資格申請に関するお知らせ

条
件
付
き
一
般
競
争

入
札
の
お
知
ら
せ

◎
令
和
３
年
～
７
年
度
（
５
ヶ
年
間
）

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
し
尿
処
理
施

設
管
理
業
務
委
託

★
業
務
概
要

　

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
（
し
尿
処
理

施
設
）
に
お
け
る
受
入
業
務
、
各
設

備
機
器
の
運
転
、
保
守
点
検
、
保
全

整
備
、
清
掃
等

★
委
託
期
間

　

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら

　

令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
ヶ
年
）

★
参
加
条
件

・
宮
城
県
に
本
社
又
は
営
業
所
を

有
し
、
当
組
合
入
札
参
加
資
格

者
と
し
て
登
録
し
て
あ
る
こ
と
。

・
し
尿
処
理
施
設
等
の
運
転
管
理

業
務
実
績
が
５
年
以
上
あ
る
者
。

問
い
合
わ
せ
先

　

業
務
課　

☎
３
４
５
‐
６
４
８
１

※
詳
し
く
は
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
ア
ド
レ
ス
は
裏
表
紙
に
記
載
）

　令和３・４年度競争入札（一般・指名）参加資格申請の受付・審査を、塩釜地区・黒川地区の広域連
携の下行います。

◆参加団体
　１）市町村
　　　富谷市、大和町、大郷町、大衡村、塩竈市、多賀城市、松島町、七ヶ浜町、利府町
　２）一部事務組合
　　　黒川地域行政事務組合、塩釜地区消防事務組合、宮城東部衛生処理組合

◆審査会場及び受付期間

受付方法 配送先会場 配送受付期間 会場受付期間

共　同
配送受付

〒985-0075
宮城県塩竈市今宮町9-1
塩釜ガス体育館
塩釜地区・黒川地区
入札契約業務連絡協議会受付会場　宛

令和3年1月12日（火）
　　　～1月26日（火）
※土・日曜日を除く

実施なし

単　独
配送受付
会場受付

〒981-3621
宮城県黒川郡大和町吉岡字下町15-1
黒川地域行政事務組合　財政課　宛

令和3年2月4日（木）
　　　～2月9日（火）
※土・日曜日を除く

令和3年2月4日（木）
　　～2月10日（水）
※土・日曜日を除く

１）郵送による申請の場合は、配達時間を必ず指定し、「入札参加資格申請書」と記入の上、申請書類等
　を送付願います。配送受付期間最終日の午後４時必着となります。

２）会場受付の時間は、午前９時から午後４時までとなります。（正午から午後１時までを除く。）
３）単独受付については、原則として当組合にのみ申請を希望する場合に限ります。
４）書類不備等により、期間内に登録が間に合わなくなる場合がありますので、早めの手続きをお願い
　　します。
５）申請様式（エクセルファイル）は共通の様式です。各団体のホームページから最新版をダウンロード　
　　してください。※前回までの旧様式では申請できませんのでご注意願います。
６）その他、要項や必要事項等に関しましては、組合ホームページをご覧ください。

問い合わせ先　財政課　☎345−1542

限りない未来に向けて…広域行政
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消防出初式についてのお知らせ
　新年恒例行事の黒川消防出初式
ですが、新型コロナウイルス感染
拡大防止の観点から、令和３年の
出初式については一般参観をご遠
慮いただき、規模を縮小して執り
行うことといたしました。また、
通行の妨げになりかねませんので、
当本部庁舎付近歩道上で立ち止
まっての参観もご遠慮いただきま
すようお願い申し上げます。
　地域の皆さまにはご理解とご協
力をお願いいたします。

◆万葉・おおひら館
・初売り
　開催日：１月５日（火）～１月10日（日）
　　　　　午前９時～午後６時
　　　問い合わせ先：万葉・おおひら館

☎343−7288
◆ふるさと美術館
　ふるさと美術館２階展示室（企画展）
・菅野廉特別展第３期「建物」
　開催日：開催中～１月17日（日）
・スマホ大衡村百景展
　開催日：２月１日（月）～２月28日（日）
・みんなのアート展
　開催日：３月27日（土）～４月25日（日）
★開館時間：11月１日～３月31日
　　　　　　午前９時30分～午後３時30分
　　　　　　（休館日　12月28日～１月４日）
★入 館 料：一般　　　　　200円
　　　　　　高校・大学生　150円
　　　　　　小学・中学生　100円

　　　問い合わせ先：大衡村ふるさと美術館
☎345−0945

大衡村

◆道の駅おおさと
・初売り
　開催日：１月３日（日）　午前９時～午後３時
　会　場：道の駅おおさと
　内　容：お楽しみ抽選会等

　　問い合わせ先：道の駅おおさと
　☎359-2675

大和町
◆まほろばホールイベント
・まほろばお好み演芸会「魅知国たいわ寄席」
　開 催 日：１月24日（日）
　　　　　　午後２時開演（開場：午後１時）
　入 場 料：S席　1,500円（一般）
　（全席指定）　S席　1,300円（友の会会員）
　　　　　　A席　1,200円
　会　　場：まほろばホール　大ホール
・第26回大和町まほろばの風景「七ツ森」展
　展示期間：１月31日（日）～２月14日（日）
　　　　　　午前９時30分～午後４時30分
　　　　　　最終日のみ正午まで（２月２日は休館日）
　展示会場：まほろばホール内
・杉元　太　スプリングピアノコンサート
　開 催 日：３月７日（日）
　　　　　　午後３時開演（開場：午後２時30分）
　チケット料金：全席指定（当日300円増）
　　　　　　　一　　　般　1,800円
　　　　　　　友の会会員　1,500円
　　　　　　　※小・中学生無料
　　　　　　　※小・中学生は保護者の同伴必須
　　　　　　　※未就学児の入場不可
　会　　場：まほろばホール　大ホール

　　問い合わせ先：まほろばホール
☎344−4401

大郷町

黒川地域イベント情報
富谷市

◆市役所１階市民交流ホール予定
・年賀状干支展
　開催日：１月24日（日）～２月13日（土）
　出展者：富谷市絵手紙を楽しむ会

◆市役所２階市民ギャラリー予定
・児童作品展
　開催日：１月８日（金）～１月27日（水）
　出展者：宮城県立利府支援学校富谷校
・つるし雛作品展
　開催日：２月上旬～（予定）
　出展者：石綿　輝子氏

　　　問い合わせ先：富谷市生涯学習課
  ☎358−5400

※イベントのスケジュール・内容は都合により変更・中止となる場合がございます。詳しくは各市町村までお問い合わせください。

編集・発行／黒川地域行政事務組合　宮城県黒川郡大和町吉岡字下町15番地の1　TEL 022−345−1541　FAX 022−345−1543
Ｅメール  info@kurogyou.jp　　ホームページ  http://www.kurogyou.jp

広域くろかわ
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